
知
事
の
職
務
執
行
代
理
者
と
し
て

謝
花
副
知
事
に
承
認
撤
回
の
権
限

を
委
譲
し
た
）
で
は
な
く
国
土

交
通
大
臣
が
審
査
を
行
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
、
国
の
対
応
の
問
題
点

を
関
連
す
る
法
律
の
条
文
を
引
用

し
な
が
ら
説
明
し
て
下
さ
い
ま
し

た
。

　
ま
た
、
上
原
昌
義
理
事
長
や
座

波
政
美
沖
縄
民
医
連
会
長
の
辺
野

古
に
対
す
る
熱
い
思
い
を
聞
く
こ

と
も
で
き
、
実
り
あ
る
学
習
会
に

な
り
ま
し
た
。
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「
翁
長
知
事
の
意
志
を
継
ぐ
辺

野
古
に
基
地
は
つ
く
ら
せ
な
い
」

の
著
者
で
あ
る
白
藤
博
行
先
生
の

学
習
講
演
会
が
1�
月
��
日
（
土
）、

沖
縄
協
同
病
院
３
階
講
堂
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
辺
野
古
新
基
地
建

設
は
平
和
・
環
境
・
安
全
性
な
ど

の
面
で
多
く
の
問
題
を
抱
え
て
い

ま
す
が
、
今
回
は
行
政
、
特
に
地

方
自
治
を
専
門
と
す
る
法
律
学
者

か
ら
見
た
辺
野
古
新
基
地
建
設
の

違
法
性
を
学
習
し
ま
し
た
。

　
県
の
辺
野
古
埋
め
立
て
承
認
撤

回
に
対
し
て
沖
縄
防
衛
局
が
行
政

不
服
審
査
法
に
基
づ
く
審
査
請
求

を
行
っ
た
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、

沖
縄
防
衛
局
は
行
政
機
関
で
あ
る

た
め
審
査
請
求
を
行
う
資
格
を
持

た
な
い
こ
と
、
本
来
の
審
査
請
求

先
で
あ
る
富
川
副
知
事
（
翁
長
前

　

１
月
８
日
（
火
）、
沖
縄
空
手

会
館
に
て
２
０
１
８
年
度
第
２
回

全
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
毎
月
行
わ
れ
て
い
る
ブ

ロ
ッ
ク
（
北
部
・
中
部
・
南
部
）

ご
と
の
会
議
を
、
年
に
２
回
会
場

を
統
一
し
て
の
会
議
で
、
前
回
８

月
に
続
い
て
の
開
催
で
し
た
。
理

事
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
委
員
、
各

支
部
長
、
各
事
業
所
、
ま
ち
づ
く

り
委
員
な
ど
�8
名
の
参
加

で
し
た
。

　
比
嘉
努
専
務
理
事
よ
り

沖
縄
医
療
生
協
の
経
営
状

況
、
２
０
１
９
年
度
の
予

算
案
、
中
長
期
経
営
計
画

に
つ
い
て
の
報
告
後
、
各

議
題
が
討
議
さ
れ
ま
し

た
。
全
国
四
課
題
に
対
し

て
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
の
活

動
・
実
践
報
告
に
お
い
て

は
、
組
合
員
さ
ん
宅
訪
問

時
に
「
第
５
次
長
計
」
を

説
明
し
な
が
ら
増
資
に
繋

げ
た
ケ
ー
ス
や
支
部
運
営

委
員
も
定
期
増
資
を
始
め

た
等
の
報
告
が
あ
り
様
々

な
努
力
が
伺
え
ま
し
た
。

　
２
０
１
７
年
11
月
に
結

成
さ
れ
た
八
重
山
支
部
で

は
、
組
合
員
名
簿
整
理
・

訪
問
行
動
・
健
康
チ
ェ
ッ

ク
が
取
り
組
ま
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
２
０
１
８
年

3
月
に
結
成
さ
れ
た
宮
古

支
部
で
も
、
医
師
を
招
い

月号年 �����
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沖縄医療生協の現状 2018年12月末
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み
ー
す
け
ち
ゃ
ん

猫
（
雑
種
）

６
面
に
続
く
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２
０
１
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年
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回
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県
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ッ
ク
会
議
〜
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０
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０
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０
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０
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０
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０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
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０
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０
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０
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０
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０
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０
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議
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２
０
１
８
年
度
第
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議
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２
０
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会
議
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２
０
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第
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ッ
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会
議
〜

〜
２
０
１
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年
度
第
２
回
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県
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ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
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全
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
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ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
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ッ
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議
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〜
２
０
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年
度
第
２
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県
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ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
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年
度
第
２
回
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県
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ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
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年
度
第
２
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ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
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県
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ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
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ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
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ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
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ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
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第
２
回
全
県
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ロ
ッ
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会
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〜

〜
２
０
１
８
年
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第
２
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全
県
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ロ
ッ
ク
会
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〜
２
０
１
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年
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第
２
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全
県
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ロ
ッ
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２
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第
２
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会
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〜
２
０
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第
２
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ロ
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〜

〜
２
０
１
８
年
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第
２
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全
県
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ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
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ロ
ッ
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会
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〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
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全
県
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ロ
ッ
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会
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〜

〜
２
０
１
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年
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第
２
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全
県
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ロ
ッ
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会
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〜

〜
２
０
１
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年
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第
２
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県
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ロ
ッ
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〜

〜
２
０
１
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年
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第
２
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県
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ロ
ッ
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〜

〜
２
０
１
８
年
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第
２
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ロ
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０
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０
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０
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０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
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０
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０
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０
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０
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度
第
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〜
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０
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ロ
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〜

〜
２
０
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年
度
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２
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〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
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ロ
ッ
ク
会
議
〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
回
全
県
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ロ
ッ
ク
会
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〜

〜
２
０
１
８
年
度
第
２
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全
県
ブ
ロ
ッ
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会
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〜

〜
２
０
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８
年
度
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２
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県
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ロ
ッ
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〜
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２
０
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８
年
度
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２
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全
県
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ロ
ッ
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〜
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２
０
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８
年
度
第
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〜
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０
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８
年
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２
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２
０
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８
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度
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０
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年
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０
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０
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８
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２
回
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〜

誰
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
！

て
の
動
脈
瘤
及
び
静
脈
瘤
に
関
す

る
血
管
治
療
の
学
習
会
開
催
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
等
、
沖
縄
医
療
生
協

を
浸
透
さ
せ
て
い
る
活
動
が
報
告

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
参
加
者
よ

り
「
仮
に
一
口
の
増
資
が
１
０
０

円
で
あ
っ
て
も
組
合
員
全
員
が
増

資
す
れ
ば
大
き
な
額
に
な
る
」
な

ど
、
全
国
四
課
題
達
成
に
向
け
て

の
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
一

方
で
は
、「
若
い
世
代
と
の
つ
な

が
り
が
弱
い
」「
支
部
事
務
所
の

上
手
な
活
用
を
」「
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
時
欠
席
支
部
が
多
く
活
動
不
足

感
が
あ
る
」「
各
支
部
そ
れ
ぞ
れ

地
域
の
特
徴
を
生
か
し
た
地
域
に

根
ざ
し
た
活
動
を
」
な
ど
、
今
後

の
課
題
も
提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
全
国
四
課
題
の
達

成
や
無
料
・
低
額
診
療
事
業
に
関

す
る
学
校
懇
談
、
そ
し
て
全
組
合

員
宅
訪
問
の
実
践
、
沖
縄
医
療
生

協
が
目
指
す
誰
も
が
安
心
し
て
住

み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
、
組

合
員
を
は
じ
め
地
域
と
の
つ
な
が

り
を
広
げ
健
康
づ
く
り
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
意
思
統
一
し
ま
し

た
。·
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白藤 博行 氏

辺野古に基地は
つくらせない
辺野古に基地は
つくらせない

翁長知事の遺志を継ぐ

学習会開催

沖縄医療生協だより

ʲҩྍࢱੜڠͷཧ೦ ɹr݈߁Λͭ͘ΔɻɹฏΛͭ͘Δɻɹ͍ͷًͪࣾ͘ձΛͭ͘Δɻ

͋かるいまͪɹҬまる͝ͱ݈ͮ߁くり ୈ�03߸ �019݄̎̑ൃ（1）ߦ



　
日
常
生
活
に
お
い
て
不
安
を
感

じ
て
い
る
高
齢
者
や
自
分
で
判
断

す
る
こ
と
が
困
難
な
方
々
が
、
出

来
る
限
り
安
心
し
て
地
域
で
自
立

し
た
生
活
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

援
助
や
日
常
的
な
金
銭
管
理
等
の

お
手
伝
い
を
す
る
事
業
で
す
。

１
⁒
α
ồ
Ϗ
ε
ͷ

༰

　
①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
た
め

の
お
手
伝
い

　
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の

説
明

　
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
・
終

了
手
続
き

　
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦

情
解
決
制
度
の
利
用
援
助

　
②
日
常
的
金
銭
管
理
の
お
手
伝

い

　
・
家
賃
、
公
共
料
金
、
税
金
、

医
療
費
な
ど
の
支
払
い

　
・
年
金
、
手
当
な
ど
の
受
け
取

り

　
・
預
貯
金
の
出
し
入
れ

　
③
書
類
な
ど
の
預
か
り
サ
ー
ビ

ス

　
・
通
帳
、
印
鑑
、
権
利
証
な
ど

２
⁒
͝
ར
༻
͍
ͨ
ͩ
͚
Δ
ํ

　
①
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
支

払
な
ど
に
つ
い
て
自
分
の
判

断
で
適
切
に
行
う
こ
と
が
困

難
な
方

　
　
（
高
齢
者
の
方
・
精
神
障
が

い
の
あ
る
方
・
知
的
障
が
い

の
あ
る
方
）

　
②
日
常
生
活
に
お
い
て
自
分
で

契
約
な
ど
の
判
断
や
金
銭
管

理
に
不
安
の
あ
る
方

̏
⁒
ར
༻
ྉ
ʹ
ͭ
͍
ͯ

　

契
約
ま
で
の
相
談
は
無
料
で

す
。
契
約
後
の
支
援
は
利
用
料
が

必
要
で
す
。（
生
活
保
護
を
受
け

て
い
る
方
に
は
、
一
部
補
助
が
あ

り
ま
す
）

　
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
他

に
も
、
地
域
で
高
齢
者
の
生
活
を

総
合
的
に
支
援
し
て
い
く
拠
点
で

あ
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
も
、
権
利
擁
護
に
関
す
る
相

談
業
務
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
く

て
も
契
約
内
容
な
ど
難
し
い
と
感

じ
た
り
、
訪
問
販
売
に
よ
る
過
剰

な
物
品
の
購
入
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き

込
ま
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

う
い
っ
た
不
安
を
感
じ
、
相
談
ご

希
望
の
方
は
、
お
近
く
の
社
会
福

祉
協
議
会
・
権
利
擁
護
支
援
セ
ン

タ
ー
若
し
く
は
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

し
た
。
県
民
投
票
は
、
憲
法
に
保

障
さ
れ
た
民
主
主
義
の
権
利
で
あ

る
「
住
民
投
票
」
の
制
度
で
す
。

法
定
数
の
４
倍
を
超
え
る
県
民
の

署
名
に
よ
り
請
求
さ
れ
、
正
当
な

手
続
き
を
経
て
条
例
が
制
定
さ
れ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
長
が
不

参
加
と
す
る
こ
と
は
大
き
な
問
題

で
す
。
ま
し
て
や
「
や
る
意
味
が

な
い
」
な
ど
と
批
判
す
る
の
は
筋

違
い
で
、
市
民
の
権
利
を
守
る
べ

き
市
長
の
態
度
と
し
て
は
本
末
転

倒
で
す
。
こ
れ
ら
５
市
の
有
権
者

は
沖
縄
県
全
体
の
有
権
者
の
31
％

を
超
え
て
お
り
、
民
主
主
義
の
権

利
を
行
使
で
き
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
県
政
与
党
や
県

民
投
票
連
絡
会
は
、
県
民
の
権
利

を
守
る
立
場
か
ら
全
県
投
票
に
こ

だ
わ
り
、「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
を

加
え
た
３
択
で
の
実
施
が
濃
厚
と

な
っ
て
い
ま
す（
1
月
��
日
現
在
）。

　
県
民
投
票
の
結
果
は
、
今
後
の

辺
野
古
新
基
地
建
設
の
反
対
の
取

り
組
み
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る

も
の
で
す
。
沖
縄
県
民
が
政
府
の

強
権
的
か
つ
横
暴
な
姿
勢
に
屈
し

て
は
い
な
い
こ
と
、
違
法
性
の
高

い
工
事
の
進
め
方
に
は
断
固
と
し

て
反
対
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
意
思

表
示
と
し
て
、
正
当
な
民
主
主
義

の
手
段
を
用
い
て
強
い
決
意
を
示

す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
多
く
の

県
民
の
意
志
は
各
種
の
世
論
調

査
で
も
は
っ
き
り
し
て
お
り
、

そ
の
意
志
を
こ
れ
ま
で
の
選
挙

を
凌
ぐ
高
い
投
票
率
で
成
功
さ

せ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
国
内
外
で
も
新
基
地
建
設
反

対
に
対
す
る
沖
縄
県
民
の
た
た

か
い
へ
の
共
感
が
広
が
り
、
民

意
の
尊
重
こ
そ
日
本
政
府
の
取

る
べ
き
態
度
で
あ
る
と
認
識
が

大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。「
あ

き
ら
め
な
い
、
屈
し
な
い
、
ブ

レ
な
い
」
姿
勢
を
示
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。
県
民
投
票
に
は
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、
友

人
知
人
、
ご
親
族
、
隣
近
所
に

も
声
を
か
け
、
投
票
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

�
月
��
日
に
辺
野
古
の
埋
め

立
て
の
是
非
を
問
う
、
県
民
投

票
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
県

民
投
票
は
、
２
０
１
６
年
の
翁

長
前
県
知
事
の
「
埋
め
立
て
承

認
取
り
消
し
訴
訟
」
で
、
福
岡

高
裁
は
選
挙
の
結
果
を
「
辺
野

古
新
基
地
建
設
反
対
」
の
民
意

と
認
め
な
か
っ
た
こ
と
、
昨
年

10
月
の
知
事
選
の
結
果
に
対
し

菅
官
房
長
官
が
「
選
挙
の
争
点

は
色
々
あ
る
」
と
の
見
解
を
示

し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
今
回
の

県
民
投
票
は
、
辺
野
古
新
基
地

建
設
に
対
す
る
明
確
な
意
思
表

示
が
で
き
る
、「
二
択
」
で
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
県
内
5
市
（
1

月
1�
日
時
点
）
の
市
長
が
県
民

投
票
へ
の
不
参
加
を
表
明
し
ま
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෦
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ಉ
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くらしに活かそう
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日
常
生
活

自
立
支
援
事
業
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沖
縄
県
民
主
医
療
機
関
連
合
会
　事
務
局
長
　名
嘉
共
道

わくちん

　
沖
縄
協
同
病
院
か
ら
外
来
の
一

部
を
協
同
に
じ
ク
リ
ニ
ッ
ク
へ
移

設
し
約
�
ヶ
月
が
経
過
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
患
者
様
、
ご
家
族

の
方
々
に
は
困
惑
と
ご
不
便
を
お

掛
け
し
た
と
思
い
ま
す
。

　
協
同
に
じ
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
掲
げ

た
「
患
者
さ
ん
の
全
体
像
を
し
っ

か
り
と
把
握
し
な
が
ら
治
療
を
続

け
、
さ
ら
に
「
定
期
通
院
患
者
さ

ん
の
健
康
サ
ポ
ー
ト
」
の
取
り
組

み
、
例
え
ば
、
健
康
づ
く
り
、
が

ん
早
期
発
見
、
介
護
保
険
等
と
の

各
種
連
携
」
を
改
め
て
大
き
な
目

標
と
し
て
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま

す
。
に
じ
ク
リ
ニ
ッ
ク
内
の
歯
科

と
の
、
さ
ら
に
地
域
の
医
療
機
関

と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
地
域

の
定
期
通
院
診
療
所
と
し
て
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
、
診
療
所
の
近
く
に
薬
局

を
開
け
な
い
か
、
車
イ
ス
の
乗
降

を
ク
リ
ニ
ッ
ク
前
で
お
こ
な
え
な

い
か
、
駐
車
場
の
勾
配
を
平
ら
に

し
歩
き
や
す
く
雨
天
で
も
濡
れ
ず

に
出
入
で
き
な
い
か
等
、
患
者
さ

ん
の
声
に
耳
を
傾
け
、
職
員
の
知

恵
を
結
集
し
環
境
改
善
を
お
こ

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
患
者
さ
ん

の
利
便
性
の
追
及
、
医
療
の
質
の

向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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日 時：3月31日（日）
　　 午前10時～午後2時

第
５
回生協子ども健康まつり生協子ども健康まつり

開催の開催の せせらら知知
おお
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地
域
社
会
と
共
に
歩
む「
医
療
・

介
護
活
動
の
2
つ
の
柱
」Ｓ
Ｄ
Ｈ

の
視
点
と
Ｈ
Ｐ
Ｈ
の
実
践
〜
地
域

と
連
携
し
貧
困
と
格
差
社
会
の
解

消
を
！
〜
を
テ
ー
マ
に
、
第
34
回

沖
縄
民
医
連
学
術
運
動
交
流
集
会

が
２
０
１
８
年
12
月
19
日
に
中
部

協
同
病
院
で
開
催
さ
れ
、
職
員
約

２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
各

事
業
所
の
発
表
は
全
体
で
35
演
題

（
口
演
30
、
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ

ン
5
）
あ
り
、
参
加
者
か
ら
も
活

発
な
質
疑
や
意
見
が
出
さ
れ
、
全

体
で
共
有
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
ま
た
、
鹿
児
島
医
療
生
協
吉

野
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
で
前
全
日
本

民
医
連
副
会
長
の
馬
渡
氏
の
記
念

講
演
「
医
療
・
介
護
活
動
の
2
つ

の
柱
と
民
医
連
綱
領
の
実
践
」
で

は
、
改
め
て
そ
の
意
義
を
学
ぶ
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

医
療
・
介
護
活
動
の
2
つ
の
柱

と
は
、
民
医
連
方
針
の
一
つ
で
あ

り
、
貧
困
と
格
差
社
会
、
無
差
別

平
等
の
医
療
・
介
護
の
実
践
、
安

全
、
倫
理
、
共
同
の
営
み
を
軸
に

し
た
総
合
的
な
医
療
・
介
護
の
質

の
向
上
が
土
台
と
な
っ
て
い
ま

す
。
実
践
す
る
中
で
貧
困
や
生
活

環
境
・
習
慣
な
ど
に
対
し
、
Ｓ
Ｄ

Ｈ
（
健
康
の
社
会
的
決
定
要
因
）

の
視
点
を
も
ち
、
Ｈ
Ｐ
Ｈ
（
人
々

が
自
ら
の
健
康
と
そ
の
決
定
要
因

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
改
善
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
手
順

※
Ｗ
Ｈ
Ｏ
オ
タ
ワ
憲
章
よ
り
抜

粋
）
活
動
を
行
う
こ
と
が
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
政
府
に

よ
る
消
費
税
増
税
、
医
療
・
介
護

保
険
の
自
己
負
担
増
、
国
保
都
道

府
県
単
位
化
に
伴
う
国
保
税
ア
ッ

プ
等
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

問
題
は
生
活
困
窮
＝
貧
困
に
直
結

す
る
も
の
で
す
。
各
医
療
機
関
の

署
名
コ
ー
ナ
ー
に
改
悪
に
反
対
す

る
署
名
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
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12
月
20
日
（
木
）
〜
21
日

（
金
）
法
人
経
営
委
員
会
主
催
で

２
０
１
８
年
度
予
算
編
成
合
宿
を

開
催
し
ま
し
た
。
開
催
の
目
的
は

２
０
１
８
年
度
決
算
予
想
を
踏
ま

え
て
全
事
業
所
の
経
営
状
況
を
リ

ア
ル
に
つ
か
み
、
中
長
期
の
経
営

計
画
を
検
証
し
、
２
０
１
９
年
度

予
算
方
針
を
討
議
・
決

定
す
る
こ
と
で
す
。

　

全
国
の
医
療
機
関
の

経
営
は
極
め
て
厳
し
い

状
況
が
報
告
さ
れ
て
お

り
、
10
月
か
ら
消
費
税

が
10
％
に
引
き
上
げ
ら

れ
た
場
合
、
数
千
万
単

位
の
費
用
増
と
な
り
ま

す
。
こ
う
し
た
中
、
医

療
生
協
の
第
五
次
長
期
計
画
を
成

功
さ
せ
る
た
め
に
も
経
営
改
善
は

待
っ
た
な
し
で
す
。
経
営
改
善
は

管
理
部
が
本
気
に
取
り
組
ま
な
い

と
で
き
ま
せ
ん
。
年
度
末
ま
で
に

予
算
計
画
達
成
に
向
け
て
あ
き
ら

め
ず
や
り
き
る
こ
と
を
確
認
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
働
き
方
改
革
（
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
10
連
休
の
医
療
体

制
、定
年
退
職
延
長
、退
職
金
問
題
、

週
休
2
日
制
）
論
議
を
し
ま
し
た
。

今
後
、
人
口
減
少
が
進
み
、
医
療
従

事
者
の
確
保
が
厳
し
く
な
り
ま
す
。

経
営
状
況
も
見
な
が
ら
働
き
や
す

い
環
境
づ
く
り
を
整
備
し
ま
す
。

　

職
員
に
経
営
の
厳
し
さ
だ
け
で

は
な
く
経
営
の
面
白
さ
を
伝
え
る

の
も
私
た
ち
経
営
幹
部
の
役
割
と

責
任
で
す
。
医
療
生
協
の
中
長
期

計
画
成
功
に
向
け
て
経
営
幹
部
の

自
覚
と
構
え
を
持
っ
て
組
合
員
の

財
産
を
守
り
、
安
定
し
た
経
営
基

盤
を
構
築
し
ま
す
。
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沖
縄
医
療
生
協
で
は
、
健
康
長

寿
復
活
を
目
標
に
「
地
域
ま
る
ご

と
健
康
づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。
健
康
長
寿
を
目
指
す

に
は
、
健
康
で
長
生
き
す
る
た
め

の
生
活
習
慣
を
乳
幼
児
期
か
ら
身

に
つ
け
る
事
が
重
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
日
本
医
療
福
祉

生
協
連
の
健
康
づ
く
り
分
野
の
重

点
課
題
と
し
て
、
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
巻
き
込
ん
だ
健
康
づ
く

り
の
運
動
を
す
み
ず
み
に
広
げ
る

こ
と
と
、
母
子
の
健
康
づ
く
り
に

取
り
組
む
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま

す
。

　

近
年
、
子
ど
も
の
体
力
の
低
下

や
肥
満
の
増
加
、
夜
型
社
会
が
問

題
視
さ
れ
、
子
ど
も
の
健
康
や
生

活
習
慣
の
見
直
し
が
重
要
視
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
為
、
健
康
で
長
生
き
す
る

た
め
の
「
生
活
習
慣
」
を
乳
幼
児

期
か
ら
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大
変

重
要
だ
と
の
観
点
か
ら
、
当
生
協

と
コ
ー
プ
お
き
な
わ
と
の
共
催
で

昨
年
に
引
き
続
き
「
第
５
回
生
協

子
ど
も
健
康
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
琉
神
マ

ブ
ヤ
ー
や
マ
サ
マ
ジ
ッ
ク
を
予
定

し
観
客
を
交
え
た
ゲ
ー
ム
等
も
企

画
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ア
リ
ー
ナ
で
は
、
体
力

測
定
を
は
じ
め
、
食
の
健
康
、
歯

の
健
康
、足
の
健
康
、健
康
チ
ェ
ッ

ク
等
を
行
い
ま
す
。
組
合
員
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
バ
ル
ー
ン
、
漆
喰
、

折
り
紙
や
布
草
履
づ
く
り
も
予
定

し
て
い
ま
す
。

　

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で
は
、
協
同
に

じ
ク
リ
ニ
ッ
ク
歯
科
部
長
の
仲
嶺

均
先
生
に
よ
る
健
康
講
話
「
子
ど

も
か
ら
始
め
る
歯
の
健
康
づ
く

り
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
年

も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
企
画
を
準
備

し
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
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第
��
回

沖
縄
民
医
連
学
術
運
動
交
流
集
会

中長期計画の
成功めざして
2018年

予算編成合宿開催

沖縄医療生協だより
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～新春のつどい各地で開催～
笑う門には福来る！笑う門には福来る！

ਅࢤ ෦߹ಉࢧ�

で
༏խにԋ

՚かなҥで
ນ։͚！

;ΜͲしୂ͕
り্͛ます！ ඒຯしい৯ࣄをғΜで

ձみます̇

ʮ6 4 "ʯを
ϊϦϊϦでགྷります！

༏խにϑϥμンス

স͕͋إ;Εます

のʮՎܶഴാʯྫ߃

γϝっͺり
カチャーγー

๛ݟϒϩοΫ

ϊϦϊϦでགྷります！

༏խにϑϥμンス

স͕͋إ;Εますস͕͋إ;Εます

γϝっͺりγϝっͺり

ɹɹ

１月14日（月）真和志３支部合同の新春の
つどいがJA真和志で行われました。

　
医
療
生
協
豊
見
城
ブ
ロ
ッ
ク
主

催
の
「
新
春
の
つ
ど
い
」
は
、
１

月
13
日
に
と
み
え
ー
る
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
申
し
込
み
数
を
超
え
る

１
６
２
人
の
参
加
者
で
終
始
に
ぎ

や
か
な
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。

　

来
賓
に
山
川
仁
市
長
が
参
加
、

「
医
療
生
協
は
市
民
の
健
康
づ
く

り
に
協
力
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
平
和
な

街
づ
く
り
に
手
を
た
ず
さ
え
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
連
帯
の
挨
拶
。

さ
ら
に
「
新
年
度
に
は
、
公
約
し

た
「
福
祉
施
策
」
を
重
視
し
て
市

民
に
あ
た
た
か
い
行
政
を
し
た

い
。
そ
の
た
め
に
も
市
長
を
支
え

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
強
調
し
、

参
加
者
の
大
き
な
拍
手
に
包
ま
れ

ま
し
た
。
沖
縄
協
同
病
院
・
と
よ

み
生
協
病
院
か
ら
も
院
長
が
参

加
、
建
て
替
え
等
で
市
民
の
健
康

を
守
る
活
動
を
充
実
さ
せ
た
い
、

組
合
員
増
や
し
を
こ
れ
か
ら
も
引

き
続
き
進
め
て
ほ
し
い
、
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。
ま
た
、
コ
ー
プ
お

き
な
わ
豊
見
城
セ
ン
タ
ー
の
玉
代

勢
さ
ん
か
ら
も
連
帯
の
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
新
基
地
を
辺
野
古
に

つ
く
ら
せ
な
い
県
民
投
票
も
あ

り
、「
平
和
活
動
」
の
一
環
と
し

て
豊
見
城
ブ
ロ
ッ
ク
も
頑
張
る
こ

と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
つ
ど
い
」
の
幕
開
け
は
組
合

員
に
よ
る
か
ぎ
や
で
風
に
始
ま

り
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
や
子
ど
も
た
ち

の
ダ
ン
ス
や
恒
例
の「
歌
劇
麦
畑
」

は
年
々
磨
き
が
か
か
っ
て
、
会
場

は
笑
い
の
渦
。
大
城
郁
男
副
理
事

長
、
原
国
政
裕
医
師
の
Ｕ
Ｓ
Ａ
ダ

ン
ス
に
は
爆
笑
で
し
た
。
職
員
に

よ
る
ギ
タ
ー
演
奏
「
昭
和
の
歌
」

は
心
和
む
ひ
と
時
で
し
た
。

　
み
ん
な
の
知
恵
と
笑
顔
で
、
今

年
一
年
医
療
生
協
を
大
き
く
し
ま

し
ょ
う
。ͱ
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沖縄医療生協だより
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去
年
の

４
月
よ
り

沖
縄
協
同

病
院
で
働

か
せ
て
い

た
だ
い
て
い
る
小
橋
川
美
紀
（
み

の
り
）
と
申
し
ま
す
。
早
い
も
の

で
も
う
１
年
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
院
内
の
科
の
ロ
ー

テ
ー
ト
を
始
め
、
院
外
に
も
出
る

機
会
を
頂
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
の
方
と
出
会

い
、
た
く
さ
ん
の
患
者
さ
ん
と
出

会
い
、
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
た

１
年
で
し
た
。
自
分
の
未
熟
さ
を

痛
感
し
て
は
心
が
折
れ
そ
う
に
な

る
毎
日
で
す
が
、
励
ま
し
て
く
れ

る
人
達
が
周
囲
に
い
て
下
さ
る
お

陰
で
な
ん
と
か
こ
こ
ま
で
こ
れ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
４
月
に
は
新
し
い
１
年
目
を
迎

え
る
の
で
、
今
の
２
年
目
の
先
生

方
の
様
に
、
安
心
さ
せ
て
あ
げ
ら

れ
る
先
輩
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
頼
も
し
く
愉
快
な
同

期
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。
残
り
１

年
を
こ
の
10
名
で
や
っ
て
い
け
る

こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す

沖
縄
協
同
病
院
　
１
年
目
研
修
医
　
小
橋
川
美
紀

こ

ば
し
が
わ

み

の
り

मҩݚ
հ

1�
月
４
日
、
支
部
の
初
の
試
み

と
し
て
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
貸
し

切
っ
て
南
部
戦
跡
め
ぐ
り
を
企
画

し
た
と
こ
ろ
�1
名
が
参
加
し
た
。

医
療
生
協
平
和
活
動
委
員
会
の
玉

城
安
信
さ
ん
の
ガ
イ
ド
で
平
和
の

礎
を
は
じ
め
、
何
ケ
所
か
ま
わ
り

ま
し
た
。
真
和
志
と
関
係
の
深
い

魂
魄
の
塔
は
、
戦
争
時
糸
満
の
米

須
に
い
た
真
和
志
村
の
人
々
が
金

城
和
信
さ
ん
を
中
心
に
当
時
、
野

晒
し
の
状
態
だ
っ
た
遺
骨
を
収
集

し
て
合
祀
し
、
そ
れ
が
戦
後
初
の

戦
没
者
の
慰
霊
塔
に
な
っ
た
。
そ

こ
の
近
く
に
、
世
界
各
地
で
平
和

を
説
い
て
回
っ
て
い
る
ダ
ラ
イ
・

ラ
マ
の
提
唱
で
イ
ン
ド
の
菩
提
樹

が
植
え
て
あ
る
温
室
が
あ
り
、
そ

こ
に
貼
ら
れ
て
い
る
プ
レ
ー
ト
を

見
る
と
ダ
ラ
イ
・
ラ
マ
は
二
度
も

沖
縄
に
立
ち
寄
ら
れ
て
い
る
こ
と

　

１
月
�0
日
（
日
）、
小
禄
西
支

部
主
催
に
よ
る
新
春
バ
ス
ツ
ア
ー

を
行
い
1�
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
例
年
、
小
禄
３
支
部
合
同
で
取

り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
今
年
は
小

禄
西
支
部
の
飛
躍
に
向
け
、
新
年

か
ら
企
画
を
立
て
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

　
バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、
午
前
は
辺

野
古
大
浦
湾
を
グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
で

が
わ
か
っ
た
。

さ
ら
に
驚
い
た

と
い
う
か
、
珍

し
い
と
い
う
か

真
壁
に
は
馬
の

鎮
魂
の
碑
が
建

て
ら
れ
て
い

る
。
農
耕
の
た

め
に
働
い
た
馬

も
軍
部
に
召
し

上
げ
ら
れ
戦
争

の
犠
牲
に
な
っ

た
馬
を
弔
う
碑
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　
人
の
命
も
そ
う
で
な
い
も
の
の

命
も
同
じ
命
と
し
て
祀
る
こ
と
が

出
来
る
の
は
沖
縄
の「
命（
ぬ
ち
）

ど
ぅ
宝
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
る

か
ら
だ
ろ
う
。
そ
の
命
が
粗
末
に

扱
わ
れ
る
の
が
戦
争
で
あ
る
。
そ

の
悲
惨
さ
や
残
酷
さ
を
先
の
大
戦

で
体
験
し
見
て
き
た
か
ら
こ
そ
、

ま
た
と
沖
縄
を
戦
場
に
し
て
は
な

ら
な
い
と
い
け
な
い
と
い
う
思
い

を
感
じ
、
大
成
功
の
ツ
ア
ー
と

な
っ
た
。

　
最
後
に
私
が
、
不
戦
、
戦
争
放

棄
の
平
和
憲
法
を
変
え
よ
う
と
す

る
風
潮
、
動
き
が
あ
る
な
か
数
え

て
戦
後
�0
年
の
節
目
の
年
の
暑
中

見
舞
い
に
書
い
た
琉
歌
で
結
び
に

し
た
い
。

す
。

　
き
っ
と
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ

る
初
期
研
修
医
期
間
。
出
来
る
限

り
1
日
1
日
を
、
大
事
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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見
学
し
、
午
後
は
み
か
ん
狩
り
と

名
護
市
伊
佐
川
の
山
頂
に
て
栽
培

し
て
い
る
お
茶
畑
を
見
学
し
、
そ

の
後
は
名
護
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
に
て

買
い
も
の
を
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、

大
浦
湾
の
海
中
の
魚
、
た
こ
、
い

か
、
海
ガ
メ
な
ど
き
れ
い
に
見
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、

お
昼
か
ら
大
雨
に
な
り
午
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
心
配
さ
れ
ま
し
た

が
、
み
か
ん
狩
り
を
す
る
頃
に
は

雨
も
上
が
り
予
定
通
り
行
う
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
移
動
中
の
バ
ス

の
中
で
は
、
稲
福
勉
理
事
に
よ
る

平
和
学
習
と
子
ど
も
達
に
よ
る
ク

イ
ズ
な
ど
で
盛
り
上
が
り
楽
し
い

１
日
と
な
り
ま
し
た
。

ɹ
·
ͪ
ͮ
く
Γ
ਪ
ਐ
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辺
野
古
カ
ヌ
ー
隊
に

マ
フ
ラ
ー
贈
呈

辺
野
古
カ
ヌ
ー
隊
に

マ
フ
ラ
ー
贈
呈

〝
あ
っ
た
か
〜
い
〞

〝
あ
っ
た
か
〜
い
〞　
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま

す
。
１
月
�3
日
、
辺
野
古

の
海
に
新
基
地
を
造
ら
せ

な
い
た
め
に
頑
張
っ
て
い

る
カ
ヌ
ー
隊
の
皆
さ
ん

に
、
北
部
の
大
宜
味
支
部

会
員
の
中
村
サ
チ
子
さ
ん

か
ら
手
編
み
の
マ
フ
ラ
ー

�0
本
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

カ
ヌ
ー
隊
の
皆
さ
ん
に
は

大
変
喜
ん
で
い
た
だ
け
ま

し
た
。
ぜ
ひ
、
県
民
投
票

に
頑
張
っ
て
取
り
組
み
ま

し
ょ
う
。

ɹ
ɹ
େ
ٓ
ຯ
ࢧ
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沖縄医療生協だより

ʲҩྍࢱੜڠͷཧ೦ ɹr݈߁Λͭ͘ΔɻɹฏΛͭ͘Δɻɹ͍ͷًͪࣾ͘ձΛͭ͘Δɻ

͋かるいまͪɹҬまる͝ͱ݈ͮ߁くり ୈ�03߸ �019݄̎̑ൃ（5）ߦ



ɹɹ࣌ɿ̎月 17ʢʣɹޕલ̔࣌ड
ɹɹɹɹɹ࣌̕։ձࣜ��࣌̕ 20ࢼ合։࢝
ɹɹ所ɿԭೄڠಉපӃ̏֊ϗʔϧ
ࢀ Ճ අɿ1,000 円ʢหؚΉʣ
合ํ๏ɿ"組ʢ̑ʙ̒ஈʣɹ̗組ʢ̏ʙ̐ஈʣࢼ
ɹɹɹɹɹ$組ʢॳʙ̎ஈʣɹ̙組ʢڃɹ組ʣ
組合員ɺୠ͠ՃೖՄڠՃ資֨ɿҩྍੜࢀ
ਃࠐకɿ̎月 1�ʢਫʣ·Ͱ
ɹɹɹɹɹ�ʢͷਃࠐͰ͖·ͤΜʣ

ԭೄҩྍੜڠ
ୈ̏ճ

·ͪͮ͘Γਪਐ෦�ὸ�������������'"9������������

ɹɹ࣌ɿ̎月 17ʢʣɹޕલ̔࣌ड
ɹɹɹɹɹ࣌̕։ձࣜ��࣌̕ 20ࢼ合։࢝

ԭೄҩྍੜڠ
ୈ̏ճ 新春囲碁大会

ɹɹ࣌ɿ2月2�ʢʣ�14 ʙ࣌ ࣌17
ձɹɹɿԭೄۭखձؗ
ɹɹ༰ɿֶशߨԋɹ̡ ςʔϚʮrࢷ؊ʹ͍ͭͯʯ
ɹɹɹɹɹ̡ ࢣɹߨ �rాਫ਼৳�ҩࢣʢԭೄڠಉපӃՊҩʣ
所ཧ෦ɺۀࣄ෦ӡӦҕ員ɺ൝ɺࢧɺࣄՃରɿཧࢀ

৬員組合員

·ͪͮ͘Γਪਐ෦�ὸ�������������'"9������������

ɹɹ࣌ɿ2月2�ʢʣ�14 ʙ࣌ ࣌17
ձɹɹɿԭೄۭखձؗ

組合員活動交流集会201�
ୈ̎ճ

৽य़のͭͲ͍ఔ৽य़のͭͲ͍ఔ����

２０１８年度 虹虹のバレンタイン行動

෦ɾҬ໊ࢧ ɹɹ࣌ 所ʢձʣ
ԭೄࢢ౦ೆࢧ෦
খࢧ෦
খೆࢧ෦
খࢧ෦
ҏߐౡࢧ෦
ͳ͝ࢧ෦
෦ࢧޢ໊
෦ࢧ෦
͏Δ·۩ࢤࢧ෦
ੴࢧ෦
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ಹࢧ෦
େٓຯࢧ෦
͑ͤࢧ෦
ീॏࢧࢁ෦
Έ͜ࢧ෦

2月�ʢʣ� ʙ࣌9
খࢧ�෦合ಉ
৽य़ͷͭͲ͍
2月�ʢʣ� ʙ࣌12
2月7ʢʣ� ʙ࣌17

2月9ʢʣ� ʙ࣌14

2月10	ʣ� ʙ࣌17
2月17	ʣ� ʙ࣌�1
�月�	ʣ� ʙ࣌11
�月�ʢʣ
�月14ʢʣ༧ఆ
৽य़ϐΫχοΫ༧ఆ
ະఆ
ະఆ

৽य़ϐΫχοΫ

+"খ

ਅँެຽؗ

େެຽؗ

͏ΔΈΜ
ੴ෦མࣄ所
ະఆ
৽य़ϐΫχοΫɾ͍ ͪ͝ङΓ
Յެຽؗت

ɹ̍໘͍ͯ͠ࡌܝʹ্ࠨ·͢ɻԠืͷํ๏ɺ໊͓લɾॅ所ɾϖοτ
ͷछྨͱ໊લɾίϝϯτΛ໌هͷ্ɺը૾σʔλΛష͠ɺԼهͷ
ϝʔϧΞυϨε·Ͱ͓ૹΓԼ͍͞ɻ࠾༻͞ΕͨํʹਤॻΧʔυ
ʢ�00円ʣΛਐఄ͍͍ͨ͠·͢ɻ͝Ԡื͓͓ͪͯ͠Γ·͢ɻ

※画像データは、ご自身で撮影されたものをお願いします。インターネット上の
データは著作権侵害になる可能性がございますのでご遠慮下さい。

ࣂ ͍ ओɿ໊Յ�ಸ͞Μʢࢳຬࢢʣ
ϖοτͷ໊લɿΈʔ͢ ʢ͚ ʢೣࡶछʣʣ
ί ϝ ϯ τɿ;ͯ͘͞ΕͨإՄѪ͍Έʔ͚͢Ͱ͢ɻ

ओɿ໊Յ�ಸ͞Μʢࢳຬࢢʣ

oh my ペットoh my ペット

自
慢
の
ペ
ッ
ト
の

写
真
を
大
募
集
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今月の
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ダイエットウォーク＆気功

筋トレ　  教室健　康
づくり（　　 ）

ᶃಹɾೆ෦ࣨڭ ͱΑΈੜڠපӃ̓'ے��τϨࣨ
ୈ ɾ̍̎ ɾ̐ ਫ༵� ࣌̓ޙޕʙ࣌̒ޙޕ
ຖि༵ۚ� ��࣌̓ޙޕ��ʙ࣌̒ޙޕ
2 月 1ʢ金ʣɺ6ʢਫʣɺ8ʢ金ʣɺ1�ʢਫʣɺ1�ʢ金ʣɺ
22ʢ金ʣɺ27ʢਫʣ
ᶄӜఴࣨڭ ӜఴڠಉΫϦχοΫ��௨所Ϧϋࣨ
ୈ ɾ̎̐ ༵ɹ࣌̒ޙޕʙ࣌̓ޙޕ
2 月 14ʢʣɺ28ʢʣ
ᶅटཬࣨڭɹटཬڠಉΫϦχοΫ��௨所Ϧϋࣨ
ຖिਫ༵ɹ࣌̑ޙޕ��ʙ࣌̒ޙޕ��
2 月 6ʢਫʣɺ1�ʢਫʣɺ20ʢਫʣɺ27ʢਫʣ
ᶆத෦ࣨڭɹத෦ڠಉපӃ��̏֊ӡಈྍ๏ࣨ
ୈ ɾ̎̐ ਫ༵ɹ࣌̐ޙޕʙ࣌̑ޙޕ
2 月 1�ʢਫʣɺ27ʢਫʣ
ᶇ෦ࣨڭɹΜΔڠಉΫϦχοΫ��組合員ར༻ࣨ
ຖि༵ɹ࣌̎ޙޕ��ʙ࣌̏ޙޕ��
2 月 7ʢʣɺ14ʢʣɺ21ʢʣɺ28ʢʣ

ୈ̏ਫ༵ɹ࣌̒ޙޕ ��ʙ࣌̔ޙޕɹ2月 20ʢਫʣ

スクエアステップ教室
ୈ̎ɾ�ਫ༵ɹ࣌̏ޙޕʙ̐࣌ɹ2月 1�ʢਫʣɺ27ʢਫʣ

ͱΑΈੜڠපӃ̓'ے��τϨࣨ
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ɹ所
ೆ෩ݪҬ�ೆ෩ݪδϟεί
ಹҬ� ίʔϓ͋ͬΔλϯ
͏Δ·ࢢ� ϚοΫεόϦϡੴ
�ࢢޢ໊ ίʔϓٶཬ
ԭೄࢢ� ίʔϓඒཬ
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ԭೄࢢ� ͔ͶͻͰরళ
๛ݟࢢ� ͱΈ͑ʔΔ
Ӝఴࢢ� ίʔϓߓ

ɹ࣌
2� ʢ̓ʣ1���0 ʙ 1��00
2�1�ʢਫʣ14��0 ʙ 16��0
2�1�ʢਫʣ14��0 ʙ 16��0
2�14ʢʣ14��0 ʙ 16��0
2�1�ʢ金ʣ14�00 ʙ 16�00
2�18ʢ月ʣ14�00 ʙ 1���0
2�19ʢՐʣ1���0 ʙ 17�00
2�20ʢਫʣ14��0 ʙ 16��0
2�20ʢਫʣ1��00 ʙ 16��0

ɹ༰

݂ѹଌఆɾମ
ଌఆɺ݈ࢷ
૬ஊͳͲɻ߁
所ʹΑΓɺ
ӫཆ૬ஊɾ݂
年 ɾྸີࠎ
ଌఆ͕͋
Γ·͢ɻ

詳細については、沖縄医療生協人事教育部までお問い合わせください。

৬һืू৬һืूʢਖ਼৬һɾྟ࣌ɾύʔτʣʢਖ਼৬һɾྟ࣌ɾύʔτʣ

̩̚ ɿ̡̌ ̔̕ ʵ̔ ̑̌ ʵ̏ ̍̔ ɹ̑୲ऀɿլ

＊正職員ご希望の方は、試験があります。
　日時については調整可能です。
　興味のある方はいつでもご連絡ください。ༀࢣࡎɾอ݈ࢣ

৬�छ

ಹँ҆ࢢɺࢳຬࢢɺ
ԭೄࢢɺੴɺೆ෩ݪொ
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沖縄医療生協だより
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タ
テ
の
ヒ
ン
ト

1
、
節
分
に
食
べ
る
と
縁
起
が
良
い
と
さ

れ
る
太
巻
き
ず
し
。

2
、
過
去
の
一
時
期
を
さ
し
て
い
う
。
昔

の
そ
の
こ
ろ
。
あ
の
こ
ろ
。

3
、
日
本
の
山
野
に
自
生
す
る
ブ
ド
ウ
科

の
落
葉
の
木
本
性
つ
る
植
物
。

4
、
多
く
の
平
面
。

6
、
硬
骨
魚
綱
カ
レ
イ
目
の
う
ち
、
○
○

○
科
、
ダ
ル
マ
ガ
レ
イ
科
お
よ
び
コ

ケ
ビ
ラ
メ
科
の
一
部
を
含
む
海
水
魚

の
総
称
。
右
側
に
目
の
あ
る
カ
レ
イ

類
と
区
別
さ
れ
俗
に
「
左
○
○
○
に

右
カ
レ
イ
」
と
い
う
。

8
、
ナ
ン
キ
ン
マ
メ
の
別
名
。

10
、
挑
戦
す
る
こ
と
。

12
、
戦
い
や
試
合
を
う
ま
く
運
ぶ
方
法
や

策
略
。
転
じ
て
、
物
事
を
進
め
て
い

く
う
え
で
の
は
か
り
ご
と
。

14
、
外
国
の
貨
幣
。

ヨ
コ
の
ヒ
ン
ト

1
、
煙
を
外
部
に
排
出
す
る
た
め
に
つ
く

ら
れ
た
筒
型
の
装
置
。

4
、
敵
の
攻
撃
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
防

御
用
具
。

5
、
歌
を
巧
み
に
歌
う
女
性
。
安
室
奈
美

恵
さ
ん
や
宇
多
田
ヒ
カ
ル
さ
ん
な
ど
。

7
、
衣
服
の
裏
に
つ
け
る
布
。

9
、
日
本
で
は
昼
食
、
昼
食
用
の
洋
風
定

食
を
さ
す
。

11
、
物
事
・
人
・
時
が
来
る
の
を
予
期

し
、
願
い
望
み
な
が
ら
、
そ
れ
ま
で

の
時
間
を
過
ご
す
。
ま
た
、
用
意
し

て
備
え
る
。

12
、
軟
骨
魚
綱
板
鰓
（
ば
ん
さ
い
）
亜
綱

Elasm
obranchii

の
う
ち
エ
イ
目

を
除
く
魚
類
の
総
称
。
関
西
以
西
で

は
フ
カ
、
山
陰
で
は
ワ
ニ
と
呼
ぶ
こ

と
が
あ
る
。

13
、
図
形
お
よ
び
そ
れ
の
占
め
る
空
間
の

性
質
に
つ
い
て
研
究
す
る
数
学
の
一

部
門
。

15
、
し
ょ
う
ゆ
、
み
り
ん
な
ど
を
あ
わ
せ

て
煮
つ
め
た
調
味
液
の
こ
と
。

16
、
成
就
し
た
功
績
。
成
し
遂
げ
た
結

果
。
で
き
ば
え
。
で
き
あ
が
り
。
ま

た
、
特
に
学
業
・
試
験
の
結
果
を
い

う
。

17
、
寒
さ
に
耐
え
る
こ
と
。

18
、
団
体
を
代
表
し
、
担
当
事
務
を
処
理

す
る
特
定
の
役
職
。

二
重
枠
の
ヒ
ン
ト

　

事
を
な
す
の
に
、
ひ
た
す
ら
他
人
の
力

を
あ
て
に
す
る
こ
と
を
俗
に
い
う
。

શ࢛ࠃ՝ͷ౸ୡ

ụ
ใ
ࠂ
ࣄ
߲
Ủ

１
、
各
種
委
員
会
報
告

２
、
２
０
１
８
年
第
２
回
年
末
一
時

金
団
交
報
告

３
、
県
立
那
覇
Ａ
特
別
支
援
学
校

（
仮
称
）に
か
か
る
造
成
工
事
等
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
変
更
に
つ
い
て

４
、
厚
生
労
働
省
並
び
に
九
州
厚
生

局
及
び
沖
縄
県
に
よ
る
社
会
保
険

医
療
担
当
者
の
共
同
指
導
の
実
施

に
つ
い
て

５
、
医
療
福
祉
生
協
連
・
２
０
１
８

年
度
組
合
員
活
動
交
流
集
会
の
参

加
に
つ
い
て

６
、
２
０
１
８
年
度
上
期
会
計
監
査

報
告

ụ
ܾ
ٞ
ࣄ
߲
Ủ

１
、
規
程
整
備
に
つ
い
て

２
、
新
中
部
協
同
病
院
建
設
医
療
機

器
等
導
入
に
つ
い
て

３
、
診
療
所
所
長
人
事
に
つ
い
て

ụ
ڠ
ٞ
ࣄ
߲
Ủ

１
、
２
０
１
８
年
11
月
度
決
算
に
つ

い
て

２
、
県
民
投
票
に
む
け
た
沖
縄
医
療

生
協
の
方
針
に
つ
い
て

３
、
２
０
１
８
年
度
沖
縄
医
療
生
協

「
虹
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
行
動
」
実

施
に
つ
い
て

４
、
支
部
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
拠
点
モ
デ

ル
事
業
参
加
に
つ
い
て

５
、
第
5�
回
総
代
会
日
程
に
つ
い
て

12 月 2018年ྦྷܭ ܭྦྷ
組合員;͠ʢ人ʣ 2�� 2,0�7 94,641
出資金;͠ʢ千円ʣ 12,262 1�1,�06 1,801,687
൝ͮ͘Γʢ൝ʣ � 19 429
୲͍ख;͠ʢ人ʣ 11 46 1,006

担い手ふやしについては、現勢を載せています。
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બ
ऀ

・
比　
嘉　
良　
三
（
名
護
市
）

・
Ｔ
・
Ｓ

（
名
護
市
）

・
松　
野　
将　
太
（
う
る
ま
市
）

・
山　
城　
初　
枝
（
中
城
村
）

・
新　
城　
美
佐
子
（
西
原
町
）

・
宮　
島　
和　
美
（
西
原
町
）

・
押　
元　
　
　
学
（
那
覇
市
）

・
池
ち
ゃ
ん

（
那
覇
市
）

・
渡
慶
次　
真　
弓
（
那
覇
市
）

・
神　
山　
幸　
子
（
那
覇
市
）

・
神　
谷　
盛　
彦
（
南
風
原
町
）

・
み　
こ

（
豊
見
城
市
）

・
許　
田　
重　
明
（
豊
見
城
市
）

・
安　
里　
ス
ミ
子
（
豊
見
城
市
）

・
伊　
敷　
弘　
子
（
糸
満
市
）

32
名
の
応
募
が
あ
り
2�
名
が
正
解
し
ま
し

た
。
抽
選
で
15
名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
を

お
送
り
い
た
し
ま
す
。

ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

˓ マスにえをهೖし、̎ॏのจࣈのώンτをߟࢀ
にฒସえてԼ͞い。

˓ కΊ切り201�݄̏15（ۚ）です。（ফҹ༗ޮ）
˓ Ϋロスϫーυύズϧのղɾબऀ�05߸（201�

݄̐̑ൃߦ）です。
˓ ϋΨΩにえɾॅॴɾ໊ࢯɾҰݴίϝンτをࡌهし͓ૹり

Լ͞い。ਖ਼ղऀのதから15໊にਤॻカーυをଃఄします。

■ 送り先　 〒901-0294豊見城市字真玉橋593-1（８階）
　　　　　沖縄医療生協本部　☎098-850-9004

Ԡืのํ๏

ふ
れ
あ
い
広
場

※
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
応
募
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
記
入
さ
れ
て
い
る
一
言
は
ふ
れ
あ
い
広
場
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

ఆ
ྫ
ཧ
ࣄ
ձ
ͩ
Α
り

◎
第
��
期
第
��
回
理
事
会
が
��
月

��
日
に
開
催
さ
れ
、
左
記
の
議

題
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

߹һのօ༷
大切な出資金をお預かりしています。
住所や電話番号など変更がある場合は、
お手数ですが「まちづくり推進部」まで
ご連絡ください。TEL 098-850-9004

　
こ
の
春
や
ん
ば
る
は
サ
ク
ラ
祭

り
、
し
ば
ら
く
す
る
と
野
山
は
新

緑
、
み
ん
な
を
待
っ
て
い
る
。
反

面
、
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
も

進
む
。
県
民
投
票
で
阻
止
し
た
い

も
の
で
す
。
未
来
を
開
く
年
に
し

よ
う
。

ҏ


อ
ớ
໊
ޢ
ࢢ
Ờ

　
美
人
�
姉
妹
（
 
）
も
、
ア
ッ

と
い
う
間
に
シ
ニ
ア
世
代
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
子
育
て
か

ら
卒
業
し
、
ア
マ
ヤ
ミ
ク
マ
ヤ
ミ

も
あ
る
け
れ
ど
、
毎
月
仲
良
し
�

姉
妹
会
で
美
味
し
い
も
の
を
い
た

だ
き
、
ユ
ン
タ
ク
で
時
間
を
忘
れ

ま
す
。
�
姉
妹
を
産
ん
で
く
れ
た

天
国
の
両
親
に
感
謝
で
す
。

ت

ᆹ
ࢠ
ớ
༩
ಹ
ݪ
ொ
Ờ

�
人
の
孫
が
、
今
年
13
祝
い
を

迎
え
ま
し
た
。
男
の
子
は
袴
、
女

の
子
は
着
物
を
着
て
写
真
を
撮
り

ま
し
た
。
�
人
の
姿
を
見
て
、
頼

も
し
く
成
長
し
た
な
と
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。ҏ


ඒ
ࠤ
ࢠ
ớ
໊
ޢ
ࢢ
Ờ

　

息
子
が
入
院
、
夫
婦
の
危
機
、

孫
の
受
験
、
い
ろ
ん
な
一
年
で
し

た
が
、
ま
さ
に
心
機
一
転
��

皆
、
良
い
方
向
に
向
か
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
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沖縄医療生協だより

ʲҩྍࢱੜڠͷཧ೦ ɹr݈߁Λͭ͘ΔɻɹฏΛͭ͘Δɻɹ͍ͷًͪࣾ͘ձΛͭ͘Δɻ

͋かるいまͪɹҬまる͝ͱ݈ͮ߁くり ୈ�03߸ �019݄̎̑ൃߦ（�）



⁞ カボチャの皮をむいて、わた、
種を取り 1 口大に切る。

  カボチャを柔らかくなるまで
電子レンジで 3 分加熱する。

 1cm 角に切ったチーズ、マヨ
ネーズ、こしょうを加え混ぜ
たら完成！

ྉʢ�ਓલʣࡐ

Γํ࡞

カボチャ ････････････････ 200g
プロセスチーズ ･･･････････ 50g
マヨネーズ
･････････ 適量（好みに合わせて）

こしょう ･････････････････ 少々

沖縄協同病院
栄養管理室 調理師
仲　西　正　一

ྉʢ�ਓલʣࡐ
カボチャ ････････････････ 200g

かぼちゃチーズサラダ

作品コーナー作品コーナー

　
今
年
の
干
支
は「
亥
」

い
の
し
し
で
す
。「
新

年
初
日
に
は
掲
載
し
よ

う
」と
目
標
を
掲
げ
て
、

11
月
か
ら
作
成
に
取
り
組
み
ま

し
た
。今
回
は
例
年
と
は
違
い
、

和
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
に
し

よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
和
柄
の

折
り
紙
を
使
用
し
た
貼
り
絵
と

な
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
頑
張

り
の
お
陰
で
無
事
新
年
初
日
に

お
披
露
目
す
る
こ
と
が
で
き
、

通
所
者
の
皆
さ
ん
と
「
今
年
一

年
元
気
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
」
と
誓
い
を
立
て
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
今
後
も
季
節
を
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
な
作
品
を

作
成
し
て
い
き
た
い
で
す
。
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首
里
協
同
ク
リ
ニ
ッ
ク

首
里
協
同
ク
リ
ニ
ッ
ク

漫湖マングローブ群落の夜明け

ֆɿ上原 ത

ԭೄҩྍੜڠ׆ಉ߹� ๛ݟࢢਅڮۄ �9��1ʢ8֊ʣ� ὸ098�8�6��107
ԭೄڠಉපӃ ಹݹࢢଂ 4�10���� ὸ098�8���1200
ͱΑΈੜڠපӃ� ๛ݟࢢਅڮۄ �9��1� ὸ098�8�0�79��
த෦ڠಉපӃ ԭೄࢢՖ 6�2���� ὸ098�9�8�8828
ಹຽओྍॴ� ಹࢢদඌ 2�17��4� ὸ098�880�9620
�ಉྍॴڠຬࢳ ை࡚ொࢢຬࢳ 2�1�10� ὸ098�992��920
टཬڠಉΫϦχοΫ� ಹࢢटཬੴྮொ 1�147��� ὸ098�884�4846
ӜఴڠಉΫϦχοΫ� Ӝఴٶࢢ ��1��� ὸ098�870�8060
ΜΔڠಉΫϦχοΫ� େࢢޢ໊ ����2� ὸ0980��2�1001
�ಉʹ͡ΫϦχοΫڠ ಹݹࢢଂ 4�10�10� ὸ098�8���6201
ੜڠέΞηϯλʔ� ๛ݟࢢਅڮۄ �9��1� ๚հޢὸ098�8�1�471�
� � ๚ޢὸ098�8�1�4716
ಹࢢҬแׅࢧԉηϯλʔݹ�ଂɹಹݹࢢଂ 4��ʢ̍֊ʣ� ὸ098�8���62�4
ਓอ݈ࢪઃ�͔ΓΏ͠ͷཬ� ೆ෩ݪொࢁ 2�6�2� ὸ098�8���6607
�ઃࢪ߹ෳऀྸߴँ҆ ಹँ҆ࢢ 2�0� ὸ098�861�9�1�
ඒཬऀྸߴෳ߹ࢪઃ� ԭೄࢢඒཬ 2�27�20� ὸ098�9�8�91��
খنଟػϗʔϜ�ੴʹ͡ͷՈ ͏Δ·ࢢੴ౦ࢁຊொ 1�19�18�ὸ098�989�9487

ԭೄҩྍੜڠ׆ಉ߹� ๛ݟࢢਅڮۄ �9��1ʢ8֊ʣ� ὸ098�8�6��107
ԭೄڠಉපӃ ಹݹࢢଂ 4�10���� ὸ098�8���1200
ͱΑΈੜڠපӃ� ๛ݟࢢਅڮۄ �9��1� ὸ098�8�0�79��
த෦ڠಉපӃ ԭೄࢢՖ 6�2���� ὸ098�9�8�8828
ಹຽओྍॴ� ಹࢢদඌ 2�17��4� ὸ098�880�9620
�ಉྍॴڠຬࢳ ை࡚ொࢢຬࢳ 2�1�10� ὸ098�992��920
टཬڠಉΫϦχοΫ� ಹࢢटཬੴྮொ 1�147��� ὸ098�884�4846
ӜఴڠಉΫϦχοΫ� Ӝఴٶࢢ ��1��� ὸ098�870�8060
ΜΔڠಉΫϦχοΫ� େࢢޢ໊ ����2� ὸ0980��2�1001
�ಉʹ͡ΫϦχοΫڠ ಹݹࢢଂ 4�10�10� ὸ098�8���6201
ੜڠέΞηϯλʔ� ๛ݟࢢਅڮۄ �9��1� ๚հޢὸ098�8�1�471�
� � ๚ޢὸ098�8�1�4716
ಹࢢҬแׅࢧԉηϯλʔݹ�ଂɹಹݹࢢଂ 4��ʢ̍֊ʣ� ὸ098�8���62�4
ਓอ݈ࢪઃ�͔ΓΏ͠ͷཬ� ೆ෩ݪொࢁ 2�6�2� ὸ098�8���6607
�ઃࢪ߹ෳऀྸߴँ҆ ಹँ҆ࢢ 2�0� ὸ098�861�9�1�
ඒཬऀྸߴෳ߹ࢪઃ� ԭೄࢢඒཬ 2�27�20� ὸ098�9�8�91��
খنଟػϗʔϜ�ੴʹ͡ͷՈ ͏Δ·ࢢੴ౦ࢁຊொ 1�19�18�ὸ098�989�9487

事業所のご案内事業所のご案内
※医療・介護などのご相談について、お近くの事業所または本部までご連絡ください。※医療・介護などのご相談について、お近くの事業所または本部までご連絡ください。

　
新
中
部
協
同
病
院
完
成
ま
で
残

り
１
年
を
き
り
着
々
と
病
院
建
設

が
進
ん
で
い
ま
す
。
現
在
２
階
躯

体
工
事
を
追
え
、
２
月
よ
り
３
階

の
躯
体
工
事
、
１
階
・
２
階
の
内

装
工
事
が
始
ま
り
病
院
建
設
は
ほ

ぼ
予
定
通
り
順
調
に
進
み
今
年
の

10
月
に
竣
工
、
12
月
に
完
成
と
な

り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
同
時
に
進
め

て
い
る
吉
原
公
園
造
成
工
事
も
今

年
の
４
月
に
は
完
成
す
る
予
定
で

す
。
見
る
見
る
う
ち
に
病
院
建
設

が
進
む
こ
と
を
我
が
家
が
完
成
す

る
よ
う
な
思
い
で
見
て
い
ま
す
。

　
完
成
の
楽
し
み
と
同
時
に
建
設

費
を
予
算
内
で
抑
え
る
事
や
、
内

装
・
外
装
・
医
療
機
器
な
ど
決
定
す

る
こ
と
が
山
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
他

に
も
公
園
完
成
後
行
政
と
確
認
す

る
事
項
、
保
健
所
の
検
査
な
ど
の

多
く
を
建
設
チ
ー
ム
と
共
に
進
め

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
に
目
を
向
け
る
と

沖
縄
市
全
体
で
８
千
人
余
り
の
組

合
員
さ
ん
が
い
ま
す
が
、
病
院
建

設
の
２
０
１
９
年
12
月
ま
で
に
全

組
合
員
訪
問
を
行
う
予
定
が
あ
り

ま
す
。
私
た
ち
医
療
生
協
・
中
部

協
同
病
院
は
協
同
の
力
で
い
の
ち

輝
く
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
念
頭

に
置
き
地
域
に
信
頼
さ
れ
、
頼
り

に
さ
れ
る
新
中
部
協
同
病
院
建
設

を
成
功
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
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৽த෦ڠಉපӃ
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沖縄医療生協だより

ʲҩྍࢱੜڠͷཧ೦ ɹr݈߁Λͭ͘ΔɻɹฏΛͭ͘Δɻɹ͍ͷًͪࣾ͘ձΛͭ͘Δɻ

͋かるいまͪɹҬまる͝ͱ݈ͮ߁くり ୈ�03߸ �019݄̎̑ൃߦ （8）




